
年
末
年
始
の
諸
祈
願
・諸
行
事
の
中
止
及
び
変
更
に
つ
い
て 

 

【令
和
二
年 

十
二
月
三
十
一
日 

大
晦
日
】  

 

開
門
時
間 

 

午
前
９
時
～
午
後
４
時 

※
夜
間
は
、
ご
参
拝
い
た
だ
け
ま
せ
ん 

し
ば
ら
れ
地
蔵
縄
解
き
供
養 

 
 

午
後
十
一
時
三
十
分
よ
り   

院
内
僧
侶
に
て
執
り
行
い
ま
す 

 

除
夜
の
鐘 

  
 

院
内
僧
侶
に
て
執
り
行
い
ま
す
。  

尚
、
一
般
奉
撞
は
す
べ
て
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す 

 
 

【令
和
三
年 

一
月
一
日 

元
旦
】  

 
 
 
 
 
 
 

開
門
時
間 

 

午
前
９
時
～
午
後
４
時 

江
戸
太
神
楽

だ
い
か
ぐ

ら

・水
元
し
ょ
う
ぶ
太
鼓
・し
ば
ら
れ
地
蔵
音
頭
・舞
踊
は
、
す
べ
て
中
止
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す 

 

【結
び
だ
る
ま
市
】  

（十
二
月
二
十
日
～
一
月
三
十
一
日
）  

 
 

・ 

結
び
だ
る
ま 

 
 
 

期
間
中
随
時
受
付 

事
前
に
僧
侶
が
開
眼
供
養
を
執
り
行
っ
た
結
び
だ
る
ま
を
お
休
み
処
で
お
渡
し
致
し
ま
す 

【
祈
祷
冥
加
料
】 

千
五
百
円
・二
千
五
百
円
・三
千
五
百
円
・五
千
五
百
円
・一
万
五
百
円 

 

・ 

名
入
れ
結
び
だ
る
ま 

 
 
 

【
祈
祷
冥
加
料
】
一
万
一
千
円
（
郵
送
料
込
） 

事
前
予
約
制
十
二
月
五
日
〆
切
り 

 

申
込
み
方
法
：
お
休
み
処
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
込
み 

「
名
入
れ
結
び
達
磨
」
の
お
申
込
み
は
、
注
文
票
に
ご
記
入
頂
き
十
二
月
五
日
ま
で
に
お
申
込
み
下
さ
い 

 

受
取
り
：
す
べ
て
郵
送
の
み 

と
な
り
ま
す 

 

 

お
支
払
方
法
：
代
金
は
左
記
口
座
番
号
に
郵
便
局
よ
り
お
振
込
み
頂
く
か
現
金
で
お
持
ち
下
さ
い 

振
込 

郵
便
振
替 

 
 

口
座
記
号 

口
座
番
号 

東
京0

0
1
5
0
-
3
-
7
5
9
3
5
2
 

※
振
込
用
紙
を
使
用
す
る
際
は
加
入
者
欄
に 

【
南
蔵
院
】 

と
記
入
し
て
下
さ
い 

     



【新
年
初は

つ

護
摩

ご

ま

供
養

く

よ

う

】  

祈
祷
護
摩
札
は
郵
送
受
取
り
の
み 

 

事
前
予
約
制
十
二
月
五
日
〆
切
り 

 
 
 

初
護
摩
厳
修
予
定 

➀ 
一
月
一
日
午
前
０
時
よ
り 

 
 

 

②
一
月
一
日
午
後
二
時
よ
り 

 

申
込
み
方
法
：
お
休
み
処
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
込
み 

「
新
年
初
護
摩
札
」
の
お
申
込
み
は
、
注
文
票
に
ご
記
入
頂
き
十
二
月
五
日
ま
で
に
お
申
込
み
下
さ
い 

※
厄
年
は
申
込
書
の
裏
面
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

護
摩
札
の
受
取
り
：
す
べ
て
郵
送
の
み 

 
と
な
り
ま
す 

 

 

お
支
払
方
法
：
代
金
は
左
記
口
座
番
号
に
郵
便
局
よ
り
お
振
込
み
頂
く
か
現
金
で
お
持
ち
下
さ
い 

振
込 

郵
便
振
替 

 
 

口
座
記
号 

口
座
番
号 
東
京0

0
1
5
0
-
3
-
7
5
9
3
5
2
 

※
振
込
用
紙
を
使
用
す
る
際
は
加
入
者
欄
に 

【
南
蔵
院
】 

と
記
入
し
て
下
さ
い 

                       

し
ば
ら
れ
地
蔵 

業
平
山 

南
蔵
院  


